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緊急交通事故防止対策本部を設置

　　8月■日～8月20日
　交通事故死の急増に対処するため、十日
町市・中魚沼郡の各市町村では対策本部を
設置しました。

広

　
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
・
遭
わ
な

い
．
こ
れ
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
．

　
交
通
安
全
協
会
・
仙
田
支
部
で
は
、

先
月
二
十
五
日
に
“
交
通
安
全
祈
願
祭
”

を
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
わ
き
の
広
場
で
行
い

ま
し
た
。

　
夏
は
、
と
か
く
気
持
ち
が
緩
み
が
ち

に
な
り
ま
す
．

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の
な
い

明
る
い
町
を
、
み
ん
な
で
築
き
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
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「
魯
謬
繕
蕪
塒
蔽
黙
－
受
け
た

会
報
簾
難
講
嚢
猫
鳩
獣
欝
響
輪

講
k
－
の
で
原
案
ど
お
り
決
Φ
ら
れ
ま
し
発

　
　
　
　
　
　
「
過
疎
地
域
振
興
計
画
」

総
事
業
費
は
五
十
三
億
九
千
万
円

　
町
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
、
過
疎
地

域
対
策
緊
急
措
置
法
に
よ
る
過
疎
地
域

の
指
定
を
受
け
、
そ
の
法
律
が
効
力
を

失
っ
た
今
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

十
年
間
に
、
そ
の
制
度
を
フ
ル
に
活
用

し
て
、
生
活
基
盤
や
環
境
の
整
備
な
ど

の
多
く
の
事
業
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　
今
度
は
、
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置

法
が
四
月
一
日
に
制
定
さ
れ
、
県
下
四

十
二
市
町
村
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
、

当
町
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
の
「
振
興
計
画
」
を
策
定
し
た
も
の

で
す
。

　
過
疎
地
域
の
要
件
と
し
て
は
、
人
口

減
少
率
が
十
五
か
年
で
二
〇
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
・
最
近
三
か
年
の
平
均
財
政
力

指
数
○
・
三
七
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
の
場
合
は
、
人
口
減
少
率
二
七
パ

ー
セ
ン
ト
、
財
政
力
指
数
○
・
二
四
で

す
。
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、
地
方
債
や
国
・
県
の
補
助
率

の
上
の
せ
な
ど
の
財
政
的
な
援
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
振
興
計
画
」
は
、
本
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
、
五
十
九
年
ま
で
の
五
か

年
間
で
、
振
興
事
業
費
の
総
額
は
、
五

十
三
億
九
千
五
百
三
十
三
万
九
千
円
に

な
り
ま
す
。

振
興
の
基
本
的
な
方
針

　
今
後
の
過
疎
対
策
と
し
て
は
、
地
域

の
実
情
と
特
性
を
生
か
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
で
き
る
「
魅
力
あ
る
生
産

と
生
活
の
場
」
を
確
保
し
、
よ
り
豊
か

な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
で
す
。

　
第
三
次
総
合
開
発
計
画
と
の
整
合
性

を
持
ち
な
が
ら
、
次
の
三
つ
を
基
本
的

な
目
標
と
し
、
産
業
、
民
生
施
設
の
有

効
な
配
置
、
健
全
で
文
化
的
な
総
合
的

環
境
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

①
生
産
と
く
ら
し
を
高
め
る
産
業
交
通

　
基
盤
づ
く
り

②
健
康
・
安
全
・
快
適
性
を
求
め
る
環

　
境
づ
く
り

③
豊
か
な
個
性
と
創
造
力
を
つ
ち
か
う

　
人
づ
く
り

五
十
五
年
度
の
対
象
事
業

○
交
通
通
信
体
系
の
整
備

　
町
道
の
改
良
・
舗
装
、
林
道
、
除
雪

機
械
車
庫
建
設
な
ど
に
三
億
一
千
八
百

万
円
余
。

　
○
教
育
文
化
施
設
の
整
備

　
　
学
校
教
育
関
連
施
設
、
社
会
教
育
施

設
、
体
育
施
設
な
ど
に
二
億
九
千
七
百

万
円
余
。

　
○
生
活
環
境
施
設
及
び
福
祉
施
設
等
厚

　
　
生
施
設
の
整
備

　
　
児
童
福
祉
施
設
、
老
人
福
祉
施
設
、

水
道
施
設
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
な
ど
に

二
億
九
千
五
百
万
円
余
。

○
産
業
の
振
興

　
基
盤
整
備
、
経
営
近
代
化
施
設
、
農

村
公
園
整
備
事
業
な
ど
に
一
億
三
千
三

百
万
円
余
。

○
そ
の
他

　
災
害
防
止
対
策
な
ど
に
千
三
百
万
円

余
。

　
合
計
十
億
五
千
八
百
万
円
余
り
に
な

り
ま
す
。
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根
津
町
長
は
、
先
月
一
二
＋
道
憾

　
幹
鍛
講
簾
饗
」
調

岬
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
　
　
圃

M
　
受
彰
理
由
は
、
県
営
か
ん
排
事
業
、
　
園

槻
県
営
ほ
場
整
備
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
　
圃

圃
水
資
源
行
政
を
推
進
し
、
長
き
に
わ
た
槻

圃
っ
て
開
発
．
か
ん
養
活
動
に
努
力
し
た
囲

槻
こ
と
．
と
な
っ
て
い
ま
す
．
　
　
圃
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團

ミ
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竃
U
§
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婁
U
§
§
§
マ
一

國
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

中
島
ス
マ
（
新
町
新
田
）
、
藤
巻
寛
治

（
仁
田
）
、
斎
木
利
栄
（
小
脇
）
、
山

家
音
平
（
上
野
）
、
高
橋
友
義
（
伊
友
）
、

小
林
三
作
（
中
仙
田
）
、
青
木
信
作

（
田
戸
）
、
星
名
四
郎
（
上
野
）

國
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
－
苅
干
盗
苅

に
付
所
払
い
の
願
1
（
一
七
五
五
年
）

・
差
上
申
一
札
之
事
－
入
会
山
田
畑
新

開
禁
止
の
申
合
せ
ー
（
一
七
七
九
年
）

・
和
宮
様
御
下
而
に
付
助
郷
村
々
書
抜

写
（
一
八
六
一
年
）
・
此
度
水
く
れ
申

証
文
之
事
（
一
七
七
五
年
）
・
頼
母
子

年
賦
預
り
申
証
文
之
事
（
一
八
一
一
年
）

・
年
季
証
文
等
の
手
本
（
一
八
〇
六
年
）

・
御
水
帳
写
（
一
六
八
三
年
）
・
星
名

家
記
録
帳
（
一
七
五
八
年
～
一
八
二
七

年
）
ほ
か
今
回
調
査
済
分
百
二
十
件

　
以
上
総
数
四
百
十
九
件

　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
月
末
日
ま
で
）
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司
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源
平
の
昔
、
仁
田
の
庄
司
山
（
仁
田

城
）
に
津
張
庄
司
太
夫
宗
親
と
い
う
武

将
が
在
城
し
た
。
こ
の
人
は
、
戸
隠
山

で
鬼
女
を
退
治
し
た
あ
と
越
後
へ
入
っ

て
き
た
余
五
将
軍
維
茂
（
平
氏
の
嫡
流
）

の
一
党
で
あ
っ
た
と
い
い
、
庄
司
山
と

共
に
、
川
西
町
の
古
代
史
を
解
明
す
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
の

一
人
で
あ
る
。

　
私
た
ち
の
地
方
は
、
源
平
期
以
来
妻

有
庄
と
呼
ば
れ
て
き
た
こ
と
が
多
く
、

妻
有
を
あ
て
字
で
津
張
と
書
く
こ
と
も

あ
っ
た
。
庄
と
い
う
の
は
土
地
国
有
時

代
の
私
有
地
の
こ
と
で
、
古
代
日
本
の

制
度
で
は
身
分
の
高
い
人
に
限
り
そ
の

所
有
が
許
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

余
五
将
軍
の
配
下
で
あ
っ
た
宗
親
が
津

張
地
方
を
私
的
に
開
墾
し
、
の
ち
、
格

式
の
高
い
人
に
献
納
し
た
形
を
と
り
、

荘
園
の
こ
ろ
本
家
に
次
ぐ
地
位
に
あ
っ

た
領
有
者
（
領
家
）
と
な
っ
て
津
張
庄

を
司
ど
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
京
都
で
平
氏
が
栄
え
て
い
る
こ
ろ
、

越
後
で
は
城
氏
が
勢
力
を
ふ
る
っ
て
い

た
。
津
張
の
庄
司
と
な
っ
た
宗
親
は
、

平
氏
の
一
門
で
あ
る
領
主
の
城
資
長
に

仕
え
、
の
ち
、
資
長
の
弟
で
領
土
を
継

い
だ
長
茂
（
北
蒲
・
安
田
町
に
居
城
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
随

－
」
▼

費
辱ゾ

」
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今
年
は
調
査
の
当
た
り
年

　
　
　
　
　
　
　
　
国
勢
調
査
に
協
力
を

　
今
年
の
二
月
に
は
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
き
た

る
十
月
一
日
に
は
、
　
「
昭
和
五
十
五
年
国
勢
調
査
」
が
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ

れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
大
正
九
年
、
　
”
文
明
国
へ
の
仲
間
人
り
”
を
合
言
葉
に
第
一
回

が
実
施
さ
れ
、
以
後
五
年
ご
と
に
続
け
ら
れ
て
、
今
回
の
調
査
は
第
十
三
回
目

に
当
た
り
ま
す
。

　
　
一
億
一
千
七
百
万
人

す
べ
て
の
人
が
対
象

　
国
勢
調
査
は
、
法
令
に
よ
っ
て
全
国

約
三
千
八
百
万
世
帯
、
約
一
億
一
干
七

百
万
人
の
方
々
に
調
査
票
を
記
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

間
に
、
約
七
十
五
万
人
の
調
査
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
に
調
査
票
の
記
入
の

お
願
い
に
あ
が
り
ま
す
。

あ
り
の
ま
ま
の
申
告
を

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
の
は
、

皆
さ
ん
の
お
宅
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る

方
全
員
i
I
旅
行
な
ど
で
一
時
留
守
に

し
て
い
る
方
、
長
期
間
滞
在
し
て
い
る

方
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も

含
ま
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
他
に

も
ら
し
た
り
、
統
計
を
作
る
以
外
の
目

的
に
使
う
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
あ
り
の
ま
ま
の
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
に
、
調
査

員
が
調
査
票
の
取
り
集
め
に
伺
い
ま
す
。

様
々
な
問
題
を
具
体
化

　
国
勢
調
査
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
国

が
行
う
調
査
で
、
わ
が
国
全
体
の
人
口

を
正
確
に
は
握
す
る
た
め
ば
か
り
で
な

く
、
都
道
府
県
や
市
町
村
ご
と
の
人
口
、

あ
る
い
は
男
女
別
、
年
齢
別
、
産
業
別
、

職
業
別
な
ど
の
構
成
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
と
く
に
今
回
の
調
査
は
、
高
齢
化
社

会
と
言
わ
れ
る
わ
が
国
の
実
状
、
U
タ

ー
ン
、
J
タ
ー
ン
現
象
と
言
わ
れ
る
人

口
移
動
の
実
態
、
さ
ら
に
母
子
家
庭
、

老
人
世
帯
な
ど
の
は
握
に
重
点
を
お
き
、

現
在
わ
が
国
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
間

題
を
具
体
化
し
、
そ
の
解
決
策
を
検
討

す
る
た
め
の
重
要
な
調
査
で
す
。

　
国
際
的
に
も
重
要
な
意
義

　
今
回
の
国
勢
調
査
は
、
国
連
の
す
す

め
で
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
・
ソ
ビ
エ

ト
、
中
国
な
ど
世
界
各
国
が
参
加
す
る

「
一
九
八
○
年
世
界
人
口
・
住
宅
セ
ン

サ
ス
計
画
」
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
国
際
的
に
も
重
要
な
意
義
を
有
す

る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
指
導
員
と
調
査
員

　
国
勢
調
査
指
導
員
は
、
内
閣
総
理
大

臣
が
任
命
し
、
国
勢
調
査
員
の
指
導
な

ど
に
あ
た
り
ま
す
。

　
国
勢
調
査
員
も
総
理
大
臣
が
任
命
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
調
査
区
内
の

各
世
帯
に
調
査
票
を
配
布
し
た
り
、
取

り
集
め
や
検
査
を
行
い
ま
す
。

◇
町
の
指
導
員
（
敬
称
略
）

．
南
雲
虎
一
（
千
手
地
区
担
当
）

・
高
橋
清
松
（
　
　
〃
　
　
　
）

．
南
雲
隆
三
（
上
野
地
区
担
当
）

・
丸
山
仁
吉
（
橘
　
地
区
担
当
）

・
小
林
政
夫
（
仙
田
地
区
担
当
）

　
調
査
票
の
記
人
の
仕
方
や
、
町
の
調

査
員
の
方
々
に
つ
い
て
は
次
号
に
て
。

尽た
白
川
庄
司
越
後
守
）
に
忠
勤
を
励
み
、

寿
永
元
年
（
二
八
二
年
）
、
長
茂
の

督
促
に
応
じ
て
木
曾
義
仲
追
討
に
立
ち

あ
が
っ
て
い
る
。
一
万
騎
の
大
軍
を
率

い
た
宗
親
は
川
西
街
道
を
信
濃
川
沿
い

に
の
ぼ
り
、
上
郷
の
羽
倉
を
越
え
て
飯

山
か
ら
千
曲
川
に
沿
っ
て
横
田
ケ
原
（

篠
ノ
井
）
に
兵
を
進
め
た
。

　
横
田
ケ
原
の
合
戦
は
、
源
平
合
戦
の

信
越
版
と
も
い
え
る
天
下
分
け
目
の
戦

い
で
あ
っ
た
。
結
果
は
、
わ
ず
か
三
千

の
義
仲
軍
が
勝
っ
て
京
都
へ
進
出
す
る

第
一
歩
を
確
保
し
、
宗
親
の
属
し
た
城

氏
は
、
六
万
余
騎
の
大
軍
で
戦
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
大
敗
し
て
平
氏
滅
亡
の

キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
宗
親
が
一
万
騎
を
率
い
た
と
い
う
の

は
い
さ
さ
か
オ
ー
バ
ー
と
し
て
も
、
当

時
、
そ
れ
だ
け
の
兵
を
出
せ
る
人
的
な

要
素
が
橘
地
方
を
中
心
に
あ
っ
た
こ
と
、

そ
の
総
大
将
で
あ
っ
た
津
張
庄
司
が
、

庄
司
山
を
根
城
に
勢
力
を
張
っ
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
幾
星
霜
が
過
ぎ
て
、
時
代
も
貞
和
年

中
（
一
三
四
五
～
四
九
年
）
に
入
る
と

庄
司
山
に
は
太
田
長
保
が
居
城
し
た
。

長
保
は
脇
屋
義
治
（
節
黒
城
を
築
い
た

新
田
義
宗
の
叔
父
）
に
従
っ
て
歴
戦
す

る
が
、
義
治
の
戦
死
後
は
庄
司
山
に
引

き
こ
も
り
、
領
民
に
血
も
涙
も
な
い
酷

政
を
強
い
た
。
こ
の
た
め
、
圧
政
に
耐

え
か
ね
た
五
百
軒
余
り
の
民
家
が
こ
と

ご
と
く
城
下
を
脱
走
し
、
残
っ
た
の
は

戸
田
、
木
村
、
水
内
、
山
田
、
佐
藤
、

小
畑
、
羽
鳥
、
鈴
沢
、
藤
原
の
九
軒
の

百
姓
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
明
徳

二
年
（
ご
二
九
一
年
）
、
上
杉
氏
に
攻

め
ら
れ
て
長
保
ら
は
自
殺
し
、
家
臣
ば

許
さ
れ
て
民
間
に
く
だ
り
、
こ
の
と
き

か
ら
新
田
村
と
呼
称
し
た
。

　
太
田
長
保
が
仕
え
た
脇
屋
義
治
自
身

も
、
庄
司
山
に
居
城
し
て
庄
司
を
称
え

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
真

偽
や
年
代
は
定
か
で
な
い
。
と
は
い
え
、

こ
の
こ
ろ
は
新
田
氏
一
族
の
勢
力
が
妻

有
郷
を
埋
め
つ
く
し
て
お
り
、
義
治
が

庄
司
と
な
っ
て
公
私
の
権
利
を
室
張
し

た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
拒
む
こ
と
の
で

き
る
大
将
は
他
党
に
い
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
余
談
に
な
る
。
栄
光
の
庄
司
山
城
は

大
永
五
年
（
一
五
二
五
年
）
の
土
砂
く

ず
れ
で
寺
ケ
崎
ま
で
押
し
流
さ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
も
う
一
つ
、
慶

長
三
年
（
一
五
九
八
年
）
の
検
地
の
際

に
、
新
田
（
し
ん
で
ん
）
と
区
別
す
る

た
め
新
田
村
が
仁
田
村
と
改
称
さ
れ
た

こ
と
、
の
二
点
を
書
き
そ
え
て
お
き
た

い
。

り！

▲仁田の庄司山
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夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

た
だ

　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
は
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
っ
て
、
八
月
二
十

日
ま
で
の
間
で
す
。

　
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
学
校
の
夏
休
み
の
期
間
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
家
族
連

れ
や
、
県
外
の
若
者
た
ち
の
車
が
海
水
浴
な
ど
へ
の
往
復
の
た
め
、
列
を
な
し

ま
す
。
子
供
の
と
び
出
し
に
も
十
分
注
意
し
、
安
全
運
転
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
ざ
い
ま
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
交
通
安
全
協
会

員
や
交
通
指
導
員
な
ど
の
関
係
者
の
方

方
は
、
毎
日
町
内
を
巡
回
し
て
、
交
通

指
導
や
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行
っ▲　　お　し　ぼ　り　も　ど　う　ぞ……

て
い
ま
す
。

　
先
月
二
十
六
日
の
午
後
は
国
道
二
五

二
号
線
の
中
仙
田
地
内
、
今
月
一
日
は

松
葉
沢
付
近
で
早
朝
か
ら
、
交
通
対
策

協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
交
通
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
重
点
に
呼

び
か
け
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

着
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
使
用
方

法
が
わ
か
ら
な
い
人
も
い
ま
し
た
。
自

分
の
身
を
守
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
で

す
。
ぜ
ひ
実
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
効
果
は
、
事

故
に
あ
っ
た
と
き
の
「
身
体
の
安
全
保

護
」
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
と
同
時
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
「
疲
労

軽
減
効
果
」
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
大
学
生
産
工
学
部
の
調
査
に
よ

り
ま
す
と
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て

い
る
場
合
は
、
締
め
て
い
な
い
と
き
に

比
べ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
疲
労
が
「
脈

拍
」
や
「
呼
吸
数
」
の
関
係
な
ど
に
よ

り
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
軽
減
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
正
し
い
運
転
姿
勢
が
保
た
れ
、

視
界
も
広
が
る
う
え
、
疲
労
が
軽
減
さ

れ
る
の
で
す
か
ら
、
交
通
事
故
の
防
止

に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

霧声　
町
で
は
、
昭
和
五
十
年
七
月
二
日
に

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
千
日
を
達
成
し
、

そ
の
記
録
を
五
十
一
年
四
月
二
十
四
日

ま
で
の
千
二
百
九
十
八
日
に
延
ば
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
死
亡
事
故
が

多
発
し
、
先
月
二
十
七
日
、
国
道
二
五

二
号
線
越
ケ
沢
地
内
の
死
傷
事
故
（
写

真
）
を
含
め
、
こ
の
五
年
間
に
十
人
の

方
が
尊
い
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

▲4人の若者が死傷

多
装
、
多
〉
ζ
多
多
多
＄
§
ラ
多
多
多

1，000日達成後の交通事故死亡者
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事故

現場
発　　生

年月日
道　路　別 乗り物別 年齢 性別

町　内
町外別

A 51・4・25 県　　　道 バ　イ　ク 60 男 町　内

B 51・8・15 〃 歩行者
乗用車に 52 〃 〃

C 52・9・24 町道（幹線） バ　イ　ク 16 〃 〃

D 52・10・13 国　　　道 乗用車 32 〃 〃

E 53・8・6 町　　　道 バ　イ　ク 69 〃 〃

F 54．3・24 国　　　道 乗用車 23 〃 町　外

G 54・4・8 県　　　道 16 女 〃

H 54・11・11 町道（幹線） バ　イ　ク 16 男 町　内

1 55・6・9 国　　　道 歩行者
バイクに 70 〃 〃

J ＄5・7・27 〃 乗用車 16 女 町　外
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「フラッシュ」いよいよ着工

　一モデル事業一
　町が52年度から7年計画で実施しようとし

ている農村総合整備モデル事業の中に、　「フ

ラッシュ施設」の整備があります。

　先月17日、上新井地内で「フラッシュ施設」

の起工式が行われました。

　
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
と
は

　
　
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
」
の
整
備
と
は
、

皆
さ
ん
が
、
道
路
の
側
溝
や
下
水
溝
に

現
在
家
庭
排
水
を
流
し
込
ん
で
い
ま
す

が
、
地
形
の
関
係
か
ら
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
た
ま
っ
て
し
ま
い
、
流
れ
が
悪
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
悪
臭
が
出

た
り
、
カ
や
ハ
ェ
の
発
生
源
と
な
り
、

大
変
不
衛
生
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
下
水
の
た
ま
る
状
態
を
な
ん
と
か

し
た
い
。
そ
れ
に
は
水
を
流
し
て
掃
き

清
め
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

信
濃
川
の
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
、
こ

の
き
れ
い
な
水
に
よ
っ
て
、
側
溝
や
下

水
溝
の
下
水
を
流
し
去
ろ
う
と
い
う
計

画
の
こ
と
で
す
。

　
昔
は
家
の
周
り
の
小
川
に
い
つ
も
き

れ
い
な
水
が
流
れ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と

薩
レ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
の
起
工
式

し
た
洗
い
物
が
で
き
た
の
が
、
現
在
は

ま
っ
た
く
不
可
能
で
す
。
そ
れ
が
ま
た

復
活
し
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
で
も
水
が

流
れ
ま
す
の
で
消
雪
に
も
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

計
画
の
概
要

　
フ
ラ
ッ
シ
ュ
計
画
で
は
、
信
濃
川
の

伏
流
水
を
利
用
し
、
毎
分
三
ト
ン
の
水

を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
で
幹
線
道
路
付
近
ま

で
引
き
上
げ
、
そ
こ
か
ら
自
然
流
下
で

下
水
構
や
道
路
の
側
溝
に
配
水
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
県
道
西
側
は
直
接
幹

線
パ
イ
プ
か
ら
、
県
道
東
側
は
県
道
横

断
部
ま
で
暗
き
ょ
パ
イ
プ
で
配
管
し
た

も
の
を
流
下
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
計
画
地
域
は
、
旧
千
手
地
区
の
う
ち

山
の
根
地
区
と
伊
友
を
除
い
た
全
集
落

百
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
七
百
二
十
七
戸

で
す
。

町
内
ご
と
に
洗
い
場

井
互
麺
置
議
の
復
活
を

　
こ
の
計
画
の
中
で
は
、
下
水
測
の
フ

ラ
ッ
シ
ュ
だ
け
で
な
く
、
各
町
内
に
洗

い
場
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
幹

線
パ
イ
プ
か
ら
直
接
パ
イ
プ
で
導
水
し

た
き
れ
い
な
水
を
出
し
、
野
沢
菜
や
大

根
な
ど
の
農
産
物
や
、
農
機
具
な
ど
を

洗
い
に
集
ま
る
主
婦
や
、
農
家
の
人
た

ち
が
語
り
合
え
る
場
と
し
て
、
新
し
い

コ
、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
の
発
生
を
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
洗
い
場
の
利
用
も
い
ろ
い
ろ
な

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
本

来
の
洗
い
場
と
し
て
利
用
す
る
ほ
か
に

防
火
水
槽
へ
の
補
給
用
水
と
し
て
防
災

へ
の
利
用
、
部
分
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

緊
急
に
必
要
性
の
あ
る
消
雪
な
ど
に
も

使
え
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ァ
に
よ
っ
て
、
新

し
い
利
用
方
法
を
考
え
て
い
た
だ
く
こ

と
も
よ
い
こ
と
で
す
。
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D

国
民
年
金
委
員
さ
ん
を

ご
存
知
で
す

　
皆
さ
ん
の
ご
近
所
に
国
民
年
金
委

員
の
シ
ー
ル
を
玄
関
口
に
貼
っ
て
い

る
お
宅
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
あ
な
た
の
国
民
年
金
に

つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
“
国
民

年
金
委
員
さ
ん
”
の
お
宅
で
す
。

　
国
民
年
金
委
員
は
、
県
知
事
の
委

嘱
を
受
け
て
国
民
年
金
の
仕
組
や
老

齢
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
い
ろ
い

ろ
な
相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
る
方
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

白
ご
ろ
、
皆
さ
ん
は
国
民
年
金
」

の
こ
と
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
　
「
役
場
が
遠
く
て
…
…
」
と

か
「
仕
事
が
忙
し
く
て
…
…
」
な
ど

の
事
情
で
、
つ
い
つ
い
そ
の
ま
ま
に

な
り
が
ち
の
よ
う
で
す
。

　
役
場
へ
お
出
か
け
に
な
る
前
に
、

お
近
く
の
国
民
年
金
委
員
に
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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○
高
橋

○
山
家

○
小
幡

o
村
越

O
丸
山

康利正清久栄喜
一雄徳作蔵一策

○
南
雲
ハ
ル
エ

○
高
野
寅
五
郎

○
斎
木
利
栄

O
高
橋
　
栄
一

〇
茂
野
寅
一

〇
高
橋
　
文
治

○
登
坂
　
　
直

o
登
坂
六
郎

○
高
橋
　
富
治

○
小
堀
多
平
治

ヤカ
∩
ゴ

（
元
町
）

（
新
町
新
田
）

（
三

（
木

（
仁

（
野

（
原

領
）

落
）

田
）

口
）

田
）

（
中
仙
田
）

　　　　　　ハ　　　　　
岩赤田藤高小室

塑査ξ込倉堕島

（
大
白
倉
）

（
小
白
倉
）

国
民
年
金
委
員
（
敬
称
略
）
用

o
宮
徳
次
郎

○
大
濱
晶
子

○
南
雲
　
　
博

○
南
雲
　
　
良

○
保
坂
ト
シ

○
藤
本
秀
雄

○
中
村
由
蔵

○
富
井
源
蔵

（
東
善
寺
）

（
上
町
）

（
田
中
町
）

　　　　　　ハ　　上坪伊沖寺

野山友立尾
）　）　）　）　）

洛

年金委員さんをご利

＿．＿ください。

」
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1
回
少
年
野
球
大
会

　
　
優
勝
旗
は
千
手
A
チ
ー
ム
に

　
先
月
二
十
六
、
二
十
七
日
の
両
日
、
川
西
中
学
校
と
上
野
小
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
で
、
第
十
回
少
年
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
八
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
結
果
、
優
勝
旗
は
千
手
A
チ
ー
ム
が

獲
得
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

上
野
A
チ
ー
ム

　
　
健
闘
及
ば
ず

　
決
勝
は
、
千
手
A
チ
ー
ム
と
上
野
A

チ
ー
ム
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
千
手
A
チ
ー
ム
は
、
全
体
に
小
粒
な

が
ら
、
日
ご
ろ
の
練
習
で
鍛
え
あ
げ
、

ま
と
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
の
上
野
A
チ
ー
ム
は
、
大
型
ク

リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
ト
リ
オ
を
擁
し
、
迫
力

が
あ
り
ま
す
。
仲
嶋
投
手
は
、
前
の
二▲千手小学校Aチーム・校歌斉唱

試
合
と
も
完
封
勝
ち
で
す
。

　
二
十
七
日
の
午
後
三
時
二
十
分
、
決

勝
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
時
々
大
つ
ぶ

の
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、
点
を
取
ら

れ
た
ら
取
り
返
す
と
い
う
素
晴
し
い
ゲ

ー
ム
で
し
た
。

　
応
援
の
父
兄
の
方
々
も
選
手
以
上
に

ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
ま
し
た
。

▽
決
勝
戦

千
手
A
　
O
l
O
l
O
3

上
野
A
　
O
O
l
O
O
1

25

ホ
ー
ム
ラ
ン
は
二
本

鐸驚響課鷺刃チアウト

　
橘
A
チ
ー
ム
の
五
十
嵐
義
典
君
が
対

千
手
B
戦
に
、
上
野
A
チ
ー
ム
の
仲
嶋

一
雄
君
が
対
橘
B
戦
に
一
本
ず
つ
ア
ー

チ
を
か
け
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
を
受
け
ま

し
た
。

▲ホームラン賞の

橘A・五十嵐君

〈
上
野
A
　
仲
嶋
投
手

千手Aチーム

6

0

2

橘
　
B
チ
ー
ム

10、
千　 上

手　 野

C　　A
チ　　チ
i　　！
ム　　　ム

00

　
　
仙
田
　
チ
！
ム

4

5

5

千
手
B
チ
！
ム

　
　
橘
　
　
A
チ
ー
ム

92　
　
L
野
B
チ
ー
ム

2

　
　
千
手
A
チ
ー
ム

ー6

中
魚
地
区
大
会

小
型
ポ
ン
プ
の
部

赤
谷
チ
ー
ム
連
続
優
勝

　
先
月
二
十
七
日
、
十
日
町
市
で
開
催

さ
れ
た
中
魚
地
区
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
、

赤
谷
チ
ー
ム
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
見

事
二
年
連
続
優
勝
を
し
て
、
八
月
三
十

一
日
に
妙
高
高
原
町
で
行
わ
れ
る
県
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
千
手
チ

ー
ム
が
二
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
赤
谷
、
千
手
の
両
チ
ー
ム
は
、
七
月

六
日
の
町
の
予
選
会
で
、
十
五
の
出
場

チ
ー
ム
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
約
二
十
日
間
、
総
合
体
育
館

の
駐
車
場
で
特
訓
に
特
訓
を
重
ね
、
地

区
大
会
に
出
場
し
て
上
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
ポ
ン
プ
操
法
競
技
の
方
法
は
、
四
人

の
選
手
に
よ
り
、
六
メ
ー
ト
ル
の
吸
水

を
つ
け
、
と
び
を
構
え
て
放
水
ま
で
の

タ
イ
ム
と
態
度
な
ど
に
、
点
数
を
つ
け

県青年大会

5種目に出場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
レ
町
の
予
選
会
よ
り
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

O

て
順
位
を
決
め
る
も
の
で
す
。
火
災
現

場
で
は
一
分
一
秒
を
争
い
ま
す
。
こ
の

と
き
の
操
作
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　
春
と
秋
の
消
防
演
習
に
は
、
三
台
の

消
防
車
と
三
十
六
台
の
小
型
ポ
ン
プ
の

操
法
を
行
い
、
火
災
出
動
に
備
え
て
い

ま
す
。

　
赤
谷
チ
ー
ム
は
、
県
大
会
で
の
優
勝

を
目
ざ
し
て
、
お
盆
休
み
も
返
上
で
約

一
か
月
間
の
訓
練
を
続
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
青
年
大
会
は
、
八
月
二
十
三
・
二
十
四
日
に
弥
彦
村
で
開

か
れ
ま
す
が
、
町
か
ら
は
五
種
目
に
出
場
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
先
月
二
十
日
、
柏
崎
市
で
中
越
地
区
予
選
が
行
わ

れ
、
そ
こ
で
選
ば
れ
た
も
の
な
ど
で
す
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
野
球
・
卓
球
・
陸
上
の

各
種
目
に
出
場
で
す
。

皆
さ
ん
も
応
援
を
〃
”
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五
十
六
年
歌
会
始

　
　
お
題
は
「
音
」

　
昭
和
五
十
六
年
歌
会
始
の
お
題
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

音
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
に
お
ん
、
ね
、
響
き
な
ど
と
詠
ん

で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詠
進
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
（
未
発
表
）

二
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書

　
の
こ
と
。
病
気
、
身
体
障
害
の
た
め

　
代
筆
が
必
要
の
人
は
、
そ
の
理
由
書

　
を
添
付
の
こ
と
。

三
半
紙
は
二
つ
折
り
に
し
、
右
半
面
に

　
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
郵
便
番
号
、

　
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
付
き
）
、

　
生
年
月
日
及
び
職
業
を
記
入
。

四
詠
進
期
間
、
九
月
一
日
か
ら
十
月
十

　
一
日
ま
で
。

五
あ
て
先
、
〒
㎜
　
東
京
都
千
代
田
区

　
千
代
田
一
番
一
号
、
宮
内
庁
と
し
、

　
封
筒
に
コ
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
る

　
こ
と
。

縢
靹
篇
講

奉
燃
今
年
は
』
王
ハ
人
の

掃
即
男
女
が
、
六
月
三
＋
日
か

　
注
但
耀
ら
五
日
間
、
皇
居
と
赤
坂

へ
っ

鱗
の
辮
御
所
の
清
掃
に
行
っ
て
参

繊
難
鐵
璽
欝

奥
深
く
ま
で
拝
観
で
き
、
両
陛
下
・
両

殿
下
に
お
目
に
か
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
両
陛
下

と
ご
一
緒
に
記
念
撮
影
で
き
る
な
ど
、

奉
仕
団
に
参
加
し
な
け
れ
ば
遭
遇
で
き

な
い
多
く
の
経
験
を
し
、
有
意
義
で
楽

し
い
行
事
で
し
た
。

　
色
々
の
批
判
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

や
は
り
私
た
ち
に
と
っ
て
皇
室
、
皇
居

は
崇
敬
の
的
で
、
一
度
は
参
観
し
た
い

と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
作
業
は
簡
単
で
、
だ
れ
に
も
で
き
ま

す
の
で
、
今
後
も
多
勢
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
来
年
の
募
集
も
、
ぼ
つ
ぼ
つ
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
私
ま
で
。

（
皇
居
勤
労
奉
仕
団
　
小
根
岸
・
小
海

正
太
郎
記
）

皇居の奉仕団休憩所前にて一一川西町の人たち

戦
没
者
追
悼
式

＋
五
日
・
正
午
　
一
分
間
の
黙
と
う
を

　
十
五
日
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
半
旗

を
掲
げ
、
一
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
正
午
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
町
民
こ
ぞ
っ
て
戦
没
者
の
め
い
福
を
祈

り
ま
し
ょ
・
つ
。

絵
は
が
き
の
大
き
さ

　
絵
は
が
き
に
は
か
な
り
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
郵
便
は
が
き
（
第
二

種
郵
便
物
）
と
し
て
二
十
円
で
出
せ
る

大
き
さ
は
、
長
辺
十
四
～
十
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
短
辺
九
～
十
・
七
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
よ
り
大
き
な
も
の
は
料
金
が
五

十
円
以
上
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
さ
す
ぎ
る
も
の
は
郵
便
物
、

と
し
て
出
せ
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
郵
便
局
か
ら
ー

ご
存
知
　
　
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
リ
ヤ

　
　
　
　
　
一
で
ず
り
曝

溶
罵
鴬
呪
鰹
酵
〃
壕
舞
曇
簿
嘉
慨
朔
恥
マ

　
　
学
校
町
の
北
村
カ
ツ
さ
ん
は
、
中
魚

　
沼
郡
内
で
は
た
だ
一
人
の
献
体
者
で
あ

　
る
。
十
日
町
市
に
は
四
、
五
人
い
る
。

　
　
「
献
体
」
。
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で

あ
る
。
新
潟
白
菊
会
（
新
潟
大
学
医
学

部
内
）
で
は
次
の
よ
う
に
記

述
し
て
い
る
。

　
　
“
私
た
ち
人
間
は
、
だ
れ

も
が
世
の
中
の
お
か
げ
を
受

け
て
い
る
。
私
た
ち
は
何
か

人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
け
れ

ど
も
人
の
た
め
に
な
る
こ
と

は
容
易
で
な
い
。
し
か
し
だ

れ
に
も
で
き
る
こ
と
が
た
だ
は

5
あ
る
．
そ
れ
は
、
自
分
私

が
天
寿
を
全
う
し
た
あ
と
、

自
分
の
体
を
解
剖
学
実
習
の

教
材
と
し
て
、
医
科
ま
た
は

▲庭先きで

ろ
白
菊
会
に
入
会
し
た
。
何
の
こ
だ
わ

り
も
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
会
員
は
県
内

の
人
が
大
部
分
だ
が
、
群
馬
や
静
岡
の

　
　
　
　
人
も
い
る
。
今
で
は
三
百
五

　
　
　
ん

す
さ

　
　
　
ツ

で
力

』
附

r白菊会員
＿学校町・1

歯
科
大
学
に
寄
贈
す
る
こ
と
”
と
い
う
。

　
解
剖
学
実
習
は
、
人
体
の
構
造
を
知

る
た
め
の
勉
強
で
、
立
派
な
医
師
に
な

る
た
め
の
大
切
な
学
間
で
あ
る
。
体
を

寄
贈
す
る
こ
と
は
、
医
学
の
向
上
に
直

接
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、
更
に
は
、

愛
す
る
子
孫
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
献
体
に
よ
る
特
典
は
全
く
な

い
。

　
北
村
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
の
秋
ご

十
人
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
。

　
毎
年
、
春
に
は
総
会
、
秋

に
は
献
体
を
し
た
人
の
慰
霊

祭
が
新
潟
大
学
内
で
行
わ
れ

て
い
る
。
学
生
は
大
変
な
心

遣
い
を
し
て
く
れ
た
り
、
ご

ち
そ
う
を
振
舞
っ
て
く
れ
る
。

　
北
村
さ
ん
は
一
人
暮
ら
し

で
あ
る
が
、
毎
日
を
忙
し
く

過
ご
し
て
い
る
。
春
は
ぜ
ん

ま
い
や
わ
ら
び
な
ど
の
山
菜

と
り
。
夏
の
間
は
自
分
の
畑

は
も
ち
ろ
ん
、
小
千
谷
の
お

寺
な
ど
へ
も
出
か
け
、
草
取
り
を
す
る
。

草
取
り
の
コ
ツ
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
自

分
の
庭
だ
と
い
う
気
持
ち
で
取
る
こ
と

だ
と
語
る
。
き
の
こ
の
季
節
と
も
な
る

と
大
忙
し
で
あ
る
。
屋
根
の
雪
お
ろ
し

は
一
人
で
や
る
。
夜
は
針
仕
事
を
す
る
。

　
今
年
六
十
七
歳
で
あ
る
。
　
「
生
ま
れ

て
こ
の
か
た
病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
は

な
い
」
と
言
い
切
る
。
元
気
ハ
ッ
ラ
ツ

の
人
で
あ
る
。
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電実コ1’まごまδあに

消しま隠うノ

282哩

「■1　　　　　　　　，・：二1’誓

　　　勿ラ切アノレ外や、』．
、　　　月召日曙輿の掃弥1窃

　　　　　　月にヱ卑し輕ラ．贈

ク魏1『r蘂
　　　　　　　　　　　冷房温度は

●テ続莞なひときは消し挿1ヂ111

簿

断熱材色八れるとし＿
冷鑛房貧りY笥約港まケ

レシャー1春

撫誰

ロ
し

ρ
伽9

お
風
呂
の
毒
午
前
中
に

く
ん
て
お
く
と
軍
く
弗
＜

　
り
　
ゼ、

縁

　
の
，
●
．

れ
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
ゴ

　
　
　
・
・
　
　
彦

　
　
　
　
　
．
ジ

グ
適当耀色ま顔ぞ
洗ラすすぎ揃1二

脱水すれば水6
電気も経清的〃

　
今
、
国
を
あ
げ
て
七
パ
ー
セ
ン
ト
の

石
油
消
費
節
約
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
、

皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

　
ご
家
庭
に
お
か
れ
て
は
、
八
，
年
の
夏

は
次
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Φ
冷
房
温
度
は
2
8
度
に
調
節
を

　
冷
房
温
度
を
一
度
上
げ
れ
ば
、
燃
料

費
は
約
一
〇
％
節
約
で
き
ま
す
。

②
日
よ
け
、
カ
ー
テ
ン
の
上
手
な
利
用

　
直
射
日
光
の
進
入
を
防
げ
ま
す
。

◎
冷
蔵
庫
の
上
手
な
使
用
を

　
冷
蔵
庫
は
、
家
庭
用
電
力
の
約
四
分

の
一
を
消
費
し
て
い
ま
す
。
扉
の
開
閉

は
少
な
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
お
風
呂
は
、
沸
か
し
方
に
工
夫
を

　
お
風
呂
の
水
は
、
適
量
を
午
前
中
に

く
ん
だ
り
、
太
陽
の
熱
を
利
用
し
て
、

暖
め
て
か
ら
沸
か
し
ま
し
ょ
う
。

0
テ
レ
ビ
は
、
つ
け
っ
ば
な
し
に
し
な

　
い
よ
う
注
意

　
見
な
い
と
き
は
、
消
し
ま
し
ょ
う
。

0
洗
た
く
は
上
手
に
工
夫
を

　
ま
と
め
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

⑦
電
灯
は
、
つ
け
っ
ば
な
し
に
し
な
い

よ
う
注
意

　
必
要
な
と
き
だ
け
、
必
要
な
と
こ
ろ

を
照
明
し
ま
し
ょ
う
。

0
ク
ー
ラ
ー
や
照
明
器
具
の
手
入
れ
を

　
月
に
一
度
は
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

0
レ
ジ
ャ
ー
は
、
鉄
道
、
バ
ス
を
利
用

　
車
は
一
人
当
た
り
電
車
の
七
倍
、
バ

ス
の
五
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。

⑩
住
宅
に
は
断
熱
材
の
使
用
を

　
冷
暖
房
費
が
か
な
り
節
約
で
き
ま
す
。

i
高
卒
程
度
の
人
1

警
察
官
募
集

△
募
集
期
問
　
八
月
十
二
日
か
ら
九
月

　
　
　
　
　
　
九
日
ま
で

△
受
験
資
格
　
十
八
歳
か
ら
二
十
八
歳

　
　
　
　
　
　
未
満
の
男
子
で
、
高
卒

　
　
　
　
　
　
程
度
の
学
力
を
有
す
る

　
　
　
　
　
　
人

△
採
用
試
験
　
九
月
二
十
八
日

△
試
験
地
　
新
潟
市
・
長
岡
市
．
上

　
　
　
　
　
　
越
市
・
新
発
田
市

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
駐
在
所
へ
。

検
察
審
査
会

　
　
　
　
　
　
の
活
用
を

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
そ
の
他
の
犯
罪

で
被
害
を
受
け
た
の
に
検
察
官
が
犯
人

を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
の
は
、
ふ
に

お
ち
な
い
」
。

　
　
「
選
挙
違
反
や
汚
職
な
ど
で
大
き
な

疑
惑
が
も
た
れ
た
事
件
な
の
に
、
告
発

し
て
も
検
察
官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
の

は
納
得
で
き
な
い
」
。

　
こ
ん
な
不
満
の
あ
る
人
の
た
め
に
検

察
審
査
会
制
度
が
あ
り
ま
す
。
審
査
会

は
、
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ

で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が
、
民

間
人
を
代
表
し
、
住
民
と
し
て
の
健
全

な
良
識
に
従
っ
て
、
検
察
官
の
不
起
訴

処
分
を
調
べ
直
し
て
く
れ
る
民
主
的
な

国
の
機
関
で
す
。

　
相
談
や
審
査
の
申
し
立
て
に
費
用
は

い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に

左
記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
長
岡
市
信
濃
二
丁
目
六
番
一
号
　
裁

判
所
内
　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

（
a
O
二
五
八
⊥
二
五
－
二
一
四
一
）

　
行
政
書
士

　
　
　
　
　
試
験
の
案
内

願
書
受
付
　
八
月
十
八
日
か
ら
九
月
五

　
　
　
　
　
日
ま
で

試
験
日
十
月
五
日

試
験
地
新
潟
市

願
書
等
提
出
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市

　
　
　
　
　
学
校
町
通
一
番
町

　
　
　
　
　
新
潟
県
総
務
部
地
方
課
行

　
　
　
　
　
政
第
一
係

　
願
書
用
紙
の
請
求
は
、
前
記
行
政
第

一
係
で
交
付
す
る
。
郵
便
で
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
赤
字
で
「
行
政

書
士
試
験
受
験
願
書
用
紙
請
求
」
と
書

く
こ
と
。
ま
た
、
六
十
円
切
手
を
は
り
、

あ
て
先
を
書
い
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず

同
封
す
る
こ
と
。

学
卒
求
人
の
申
し
込
み

　
　
　
　
お
早
め
に
〃
”

　
来
年
三
月
の
学
卒
者
を
対
象
と
す
る

求
人
受
け
付
け
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
お
り
ま
す
が
、
求
人
申
し
込
み

が
遅
い
た
め
、
他
の
地
域
へ
就
職
す
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
採
用
計
画
の
あ
る
事
業
所
は
、
早
め

に
安
定
所
へ
求
人
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◎

魚
沼
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

事
務
所
の
移
転

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
を
主
に
、
就
職

の
あ
っ
せ
ん
、
職
業
の
相
談
な
ど
を
行

っ
て
い
る
魚
沼
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

所
が
、
先
月
次
の
と
こ
ろ
に
移
転
し
ま

し
た
。

○
移
転
先
　
小
出
町
大
字
小
出
島
五
九

　
　
　
　
　
九
番
地

○
電
　
話
　
〇
二
五
七
九
ー
二
⊥
二
七

　
　
　
　
　
七
八

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

「
少
年
の
主
張
」

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会

　
「
少
年
の
主
張
」
。
こ
の
大
会
は
、

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
内
の
中
学
生
が

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
清
新
で
建
設
的
な

意
見
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら

健
康
な
心
身
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
区
内
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
そ
の

健
全
育
成
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
十
日
町
・
中
魚
沼
地

域
青
少
年
対
策
推
進
協
議
会
と
中
魚
沼

郡
・
十
日
町
市
教
云
旦
安
員
会
連
絡
協
議

会
が
行
う
も
の
で
す
。

◎
日
時
八
月
二
十
一
日
（
木
）
午
後

　
一
時
三
十
分
か
ら

◎
場
所
　
十
日
町
市
民
会
館

◎
発
表
者
　
書
類
選
考
に
よ
り
選
ば
れ

　
た
士
天
く
ら
い
の
中
学
生
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個
人
の
住
宅
建
設
資
金

申
し
込
み
受
け
付
け
中

◎
受
付
期
日
　
今
月
十
九
日
（
火
）
ま

　
で
（
た
だ
し
、
受
付
戸
数
が
融
資
予

　
定
戸
数
に
達
し
た
と
き
は
期
間
中
で

　
も
締
め
切
り
ま
す
）

◎
選
定
方
法
　
先
着
順
で
選
定
し
ま
す

◎
申
込
場
所
　
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機

　
関

※
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金

融
公
庫
北
関
東
支
所
台
（
〇
二
七
二
）

三
二
ー
六
六
五
五
、
ま
た
は
、
お
近
く

の
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

囹
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
（
北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
）

　
五
十
六
年
度
普
通
訓
練
課
程

△
募
集
訓
練
科
　
電
気
施
設
科
二
十
人

　
　
　
　
　
　
　
測
量
科
二
十
人

△
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業
者

　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
六
年
三
月
卒

　
　
　
　
　
　
業
予
定
者
を
含
む
）

△
年
　
　
齢

△
願
書
受
付

△
選
考
　
日

三
十
歳
以
下

九
月
一
日
か
ら
十
月

一
一
十
日
ま
で

十
月
三
十
一
日

詳
し
く
は
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
へ

（
雪
〇
二
五
七
九
四
i
二
四
一
〇
）

囹
県
立
三
条
高
等
職
業
訓
練
校

　
五
十
六
年
度
普
通
訓
練
課
程

△
募
集
訓
練
科

△
応
募
資
格

△
願
書
受
付

精
密
機
械
科
二
十
人

金
型
技
術
科
二
十
人

高
等
学
校
卒
業
者

（
五
十
六
年
三
月
卒

業
予
定
者
を
含
む
）

九
月
一
日
か
ら
十
月

一
一
十
日
ま
で

△
応
募
資
格

人
（
男
子
・
女
子
〉

溶
接
科
二
十
人
（
男

子
・
女
子
）

中
学
校
以
上
を
卒
業

し
た
人
（
五
十
六
年

三
月
卒
業
予
定
者
を

含
む
）

職
業
訓
練
校
の
募
集
案
内

△
選
　
考
　
日
　
十
月
三
十
一
日

五
十
六
年
度
専
修
訓
練
課
程

△
募
集
訓
練
科
　
機
械
鍛
造
科
二
十
人

　
　
　
　
　
　
　
（
男
子
の
み
）

　
　
　
　
　
　
機
械
科
二
十
人
（
男

　
　
　
　
　
　
子
．
女
子
）

　
　
　
　
　
　
金
属
プ
レ
ス
科
二
十

十日町地域広域事務組合
一54年度の決算と55年度の予算一

△
願
書
受
付

△
選
考
　
日

十
一
月
一
日
か
ら
十

五
日
ま
で

専
願
者
十
一
月
二
十

八
日
、
専
願
者
以
外

学
科
十
一
月
二
十
八

日
面
接
五
十
六
年
三

月
一
一
十
五
日

（単位万円）歳出

算決度年
計

4
会

師
般

群
｝

日
①
入

◎
歳

詳
し
く
は
三
条
高
等
職
業
訓
練
校
へ

（
費
〇
二
五
六
三
－
八
ー
八
五
二
〇
）

※
い
ず
れ
も
訓
練
期
間
は
一
年
で
す
。

ぐ
精
密
機
械
科
の
訓
練
設
備

　
　
　
　
　
　
灘

雛
雛

　　．＿簸＿

紬齢，

科　　　　　目 金　　　額 科　　　　　目 金　　　額

1．分担金及び負担金 50，038 1．議　　会　　費 45
2．使用料及び手数料 104 2．総　　務　　費 1，275

3．国庫支出金 726 3．消　　防　　費 48，360

4．寄　　付　　金 164

内
訳

①常備消防費 29，619

5．繰　　越　　金 1，049 ②非常備消防費 9，156

6．諸　　収　　入 676 ③消防施設費 9，585

4．公　　債　　費 1，8（レ4

合　　　計 52，757 合　　　計 51，544

差引繰越金 1，213

（単位万円）負担金の内訳

十　日　町市 24，975 津　　南　　町 11，337

川　　西　　町 8，689 中　　里　　村 5，037

（単位万円）
②特別会計

会　　計　　名 歳　　　　入 歳　　出 差引繰越
総合福祉センター 1，475 1，410 65

と　畜　場事業 4，135 3，751 384
合　　　　　計 5，610 5，161 494

（単位万円）

　　　　会計名市町村名 総合福祉センター と　畜　場 合　　　　計

十　日　町　市 293 1，149 1，442

川　　西　　町 86 160 246
津　　南　　町 673 214 887
中　　里　　村 70 119 189

合　　　計 1，122 1，642 2，764

負担金内訳

（単位万円）歳出

算予度
計

年
会

5
般

秘
一

昭
①
入

◎
　
歳

科　　　　　目 金　　　額 科　　　　　目 金　　　額

1．分担金及び負担金 51，946 1．議　　会　　費 50
2．使用料及ぴ手数料 41 2．総　　務　　費 1，373

3．国庫支出金 462 3．消　　防　　費 49，446

4。繰　　越　　金 50

内
訳

①常備消防費 31，549

5．諸　　収　　入 376 ②非常備消防費 10，405

③消防施設費 7，492

合　　　計 52，875 4．公　　債　　費 1，906

負担金の内訳　　（単位万円）

5．予　　備　　費 100
合　　　計 52，875

十　日　町市 25，808 津　　南　　町 11，784

川　　西　　町 8，775 中　　里　　村 5，579

（単位万円）負担金の内訳

11，784町南津

5，579村里中

（単位万円）

会　　計　　名 予　算　額

と　畜　場　事業 2，967

（単位万円）

②特別会計

予算額
　2．108

　
　

名
タ

　
ン

　
　
　
訳

計
セ
内

　
祉
金

　
福
担

会
合
負

　
総

　　　　　区分市町村 総合福祉センター と畜場事業 合　　　　計

十　日　町　市 142 736 878，
川　　西　　町 92 172 264
津　　南　　町 1，474 270 1，744

中　　里　　村 114 87 201
合　　　計 1，822 1，265 3，087
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囎
辮
　
　
欝
麓
勲
　
輪
欝
繍

十
止
午
前
四
時
よ
り
午
前
七
時
の
問
車
両
い

　
　
　
八
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
、

　
　
ま
す
）

1
十
日
町
土
木
事
務
所
1

か
時
　
　
ら
一
大

9
　
●
か
の
　
・

前
田
午
田
倉

前
　
　
前
　
　
　
後

　
　
　
　
　
　
　
時
・

9
一
8
寺
　
－
脇

ヤカ
　
　
●

時
部
　
　
　
時
ケ

　
　
　
　
馨
樋
勢

～、＊8月20
　　ら正勾

　＊8月21

　　午後5

　部・茄
1白倉・

　＊8月26
　ら午前11

　＊8月2，

　　からコ

　　崎靭

　＊g月4
　　から勺

　　高倉．

馨
縫
塾ア

蔵

　
　
　
〆

・
係
．
へ

国
際
村
ス
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ル
フ

　
朝
ま
だ
き
．
－
．
－
。
ド
の
村
か
ら
乳
白

色
の
霧
が
上
が
っ
て
来
る
。
大
き
な
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
　
ニ
じ
つ

吹
を
吐
い
た
山
か
ら
、
郭
公
の
声
が
聞

こ
え
て
来
る
。
ま
る
で
小
説
か
舞
台
の

設
定
の
よ
う
な
こ
こ
に
立
つ
時
、
都
会

の
喧
嘆
か
ら
逃
れ
て
来
た
こ
と
を
だ
れ

に
感
謝
し
よ
う
か
と
あ
た
り
を
見
回
す
。

冬
の
厳
し
さ
を
残
す
山
肌
は
、
二
時
間

ほ
ど
前
に
車
で
通
っ
た
三
国
峠
あ
た
り

の
雄
大
な
山
林
を
見
て
来
た
目
に
は
、

少
し
ば
か
り
貧
弱
に
さ
え
見
え
る
が
、

そ
れ
は
そ
れ
で
優
し
く
、
心
を
和
ま
す

懐
し
い
景
色
で
あ
る
。

　
や
っ
と
日
が
上
り
始
め
た
か
と
思
う

こ
ろ
に
、
我
が
家
の
横
の
道
を
ヒ
タ
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
と
足
音
を
立
て
て
、
あ
め
屋
じ
い
さ

ヨん
が
山
か
ら
、
ト
り
て
来
る
。

　
「
お
は
よ
う
！
」

国
分
寺
市

●
∂
■

鐵撃駿．

塗嚢

ツ

チ
西

撫
．
㎝

態
　
　
・
　
　
　
　
　
・
艦
・

お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灘賜．
　
　
　
　
　
灘

村
　
昌
　
子
　
さ
ん

　
「
や
あ
！
来
な
す
っ
た
ね
．
．
：
．
．
」

　
「
ま
た
よ
ろ
し
く
、
一
週
間
ほ
ど
い

ま
す
！
」
。
な
ん
て
素
晴
し
い
、
私
た

ち
は
い
つ
こ
ん
な
会
話
を
交
し
た
だ
ろ

う
…
…
。
忘
れ
た
よ
う
な
こ
と
が
ひ
ょ

っ
こ
り
顔
を
出
す
の
も
、
こ
の
村
に
通

う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

屋
根
裏
の
二
階
で
、
ガ
サ
ゴ
ソ
と
犬
や

娘
た
ち
の
動
き
が
聞
こ
え
て
来
る
の
は
、

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
こ
と

　
　
　
○

　
村
か
ら
夫
が
の
ん
び
り
と
上
が
っ
て

来
る
。
今
朝
も
ま
た
早
々
と
ど
こ
か
の

家
で
朝
茶
な
ど
を
頂
い
て
来
た
の
だ
ろ

う
、
厳
し
さ
の
消
え
た
顔
が
畑
仕
事
を

始
め
る
。

　
午
後
の
日
差
し
が
眠
気
を
呼
ぶ
よ
う

な
時
間
が
過
ぎ
る
と
、
だ
れ
言
う
と
も

　
ネ
オ
ン
も
な
く
、
音
の
な
い
静
寂
の

中
に
、
重
い
と
も
思
え
る
ほ
ど
の
漆
黒

の
夜
の
帳
が
お
り
始
め
る
。
通
俗
的
表

現
で
は
あ
る
が
、
宇
宙
は
満
天
の
星
を

抱
き
、
人
間
の
小
さ
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
る
の
は
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
山
の
息
吹
が
深
く
巷
塵
を

吸
い
込
む
と
、
高
倉
国
際
村
の
一
日
が

終
わ
る
の
だ
っ
た
。

な
く
、
夕
方
に
は
町
に
お
そ
ば
を
食
べ

に
行
こ
う
と
決
ま
る
。
そ
う
そ
う
、
お
、
斐

そ
ば
の
薬
味
に
つ
－
奪
の
樫
簸

ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
に
す
る
か
ら
使
わ
ず
鷺

に
持
っ
て
帰
ろ
う
な
ど
と
笑
い
合
う
。
　
導
駄

5
、
二
つ
と
国
際
村
に
電
気
が
つ
．
外

き
始
め
る
ζ
山
携
住
人
た
ち
の
交
講

歓
風
景
が
見
ら
れ
る
　
昼
間
の
仕
事
か
　
魂
寝

ら
解
放
さ
れ
、
楽
し
い
光
景
で
勇
．
爆1進麟襲澱写糠；礁1

三
種
混
合
の
予
防
接
種

亀

　
三
種
混
合
（
百
日
ゼ
キ
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
）
の
予
防
接
種
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
忘
れ

．
ず
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者

　
一
期
・
五
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
五
十

　
三
年
八
旦
二
十
一
日
の
間
に
生
ま
れ

　
た
人

二
期
・
五
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
五
十

三種混合・日程表

二
年
八
月
三
十
一
日
の
間
に
生
ま
れ

た
人

・
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
四
歳
ま
で

　
の
人

※
一
期
の
人
は
、
八
ノ
回
三
回
（
九
月
か

ら
十
月
）
接
種
で
す
の
で
身
体
の
具

合
を
整
え
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。
二

期
の
人
は
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
す
。

期　　　日 時　　　間 会　　　場

9月　3日
午後
1：30～2：00

総合セソター

〃　　4日 〃
2100～2：30 橘出張所

〃　　4日 〃
2二50～3：00 白倉小学校

〃　　5日
〃
1
：
3
0 ～2：00

母子セソター

〃　　8日
〃
　
　
〃

克雪セソター

〃　　9日 〃
2：30～2二40

〃

〃　24日 〃
1：30～2：00

総合セソター

〃　25日
〃
2
二
〇
〇 ～2；30 橘出張所

〃　25日 〃
2：50～3：00 白倉小学校

〃　26日 〃
1：30～2：00

母子セソター

〃　29日
〃
　
　
〃

克雪セソター

〃　30日 〃
2：30～3：00

〃

十
六
日
と
二
十
七
日

ゴ
ミ
収
集
を
休
み
ま
す

　
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ゴ

、
、
、
処
理
業
務
は
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
招

　
都
合
に
よ
り
、
次
の
日
は
収
集
業
務

を
休
み
ま
す
。

◎
八
月
十
六
日
（
土
）

◎
八
月
二
十
七
日
（
水
）

　
い
ず
れ
も
「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」
の
収

集
日
で
す
。
ど
う
し
て
も
処
理
を
し
た

い
場
合
は
、
個
人
で
霧
谷
ゴ
ミ
埋
立
地

へ
運
搬
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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研
内
謬
　
ブ

毒悌解遊　
　
ー
ー
、
い
い
、
￥
　
野
老

　
　
∂
8
璽
監
、

　
七
月
十
五
日
、
こ
の
日
は
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
、
ま

た
、
時
々
強
風
の
吹
き
荒
れ
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
あ
っ
た
。

こ
ん
な
状
況
の
中
、
野
口
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
区
内
の
諏

訪
神
社
、
そ
れ
に
地
蔵
様
の
掃
除
な
ど
を
手
分
け
し
て
行
っ

た
。

　
朝
八
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
集
合
で
あ
る
。
こ
こ
、

諏
訪
神
社
の
境
内
に
は
三
十
五
人
く
ら
い
が
草
取
り
か
ま
、

ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
。
地
蔵
様
の
方
へ
は
六

人
が
向
か
っ
た
と
か
…
…
。
野
口
に
は
郵
便
局
の
前
と
、
墓

地
の
付
近
の
二
か
所
に
地
蔵
様
が
あ
る
。

　
野
口
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
約
七
十
人
の
会
員
が
い
る
。
男

の
方
が
二
十
人
、
女
の
方
が
五
十
人
く
ら
い
で
あ
る
。
六
十

歳
以
上
の
“
会
員
の
資
格
”
の
あ
る
人
は
、
体
の
具
合
の
悪

い
人
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
る
と
い
う
。
一
番
の
お

年
寄
り
は
八
十
八
歳
で
、
男
・
女
そ
れ
ぞ
れ
お
一
人
ず
つ
。

　
　
　
　
　
　
綴
、
懸
曝
繍
編
翻
騎
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
り
と
が
多
い
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
取
毎
年
五
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀
の
十
月
ま
で
の
半
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
ら
間
は
今
回
の
よ
う
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．
．
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．
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一
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一
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．
．
．
．
卿
＝
．
働
鴨
．
．
．
．
三
一
．
．
．
廓
．
三
．
島
．
．
q
．
…
．
．
．
．
．
．
…
．
．
．
．
．
り
…
一
一
．
．
甲
三
…
一
一
．
．
3
三
一
．
．
一
3
…
一
一
。
一
3
…
一
…
聞
一
一
＝
｝
一
三
噛
…
一
＝
、
＝
一
一
．
．
一
8
…
…
一
三
…
一
一
…
一
…
ε
，
三
一
甲
二
3
－

轍
が

灘
な

　
し▲世間話を

（
團
”
諏
訪
寿
園
”
の
手
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
世
間
話
に
花
が
咲
く

な
仕
事
を
行
っ
て

い
る
そ
う
だ
。

境
内
か
ら
一
段

下
が
っ
た
と
こ
ろ

だ
が
、
見
晴
ら
し

の
良
い
ニ
ア
ー
ル

く
ら
い
の
平
ら
な

場
所
が
あ
る
。
こ
こ
が
毎

回
作
業
の
重
点
地
区
に
な

る
。
そ
こ
に
は
サ
ツ
キ
が

六
十
本
、
他
に
ユ
リ
な
ど

が
植
え
て
あ
る
。
去
年
の

秋
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
切
り
開
い
た
十
地
に
、
そ
れ
ぞ

れ
が
植
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
八
時
十
五
分
、
い
よ
い
よ
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
雲
の
切

れ
目
か
ら
日
が
差
し
て
来
た
。
力
仕
事
は
や
は
り
男
の
人
の

担
当
で
あ
る
。
参
道
か
ら
仮
称
”
諏
訪
寿
園
”
へ
の
新
道
作

り
に
挑
戦
す
る
の
は
五
、
六
人
の
屈
強
の
若
手
組
で
あ
る
。

幅
ニ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
七
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
立
派
な
通
路

が
一
時
間
く
ら
い
で
で
き
上
が
っ
た
。

　
そ
の
付
近
は
、
昔
の
柏
崎
街
道
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ

の
“
諏
訪
寿
園
”
の
場
所
に
は
茶
屋
が
あ
っ
て
、
住
来
の
人

が
し
ば
し
休
息
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
村
の
所
有
に
な
っ

た
の
は
十
年
ほ
ど
前
だ
と
い
う
。

　
草
取
り
は
女
の
人
が
行
う
。
総
勢
二
十
三
、
四
人
で
あ
る
。

世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
も
、
一
本
の
雑
草
も
見
逃
さ

な
い
。
方
々
で
さ
わ
や
か
な
笑
い
声
が
す
る
。
草
を
取
っ
た

と
こ
ろ
へ
は
一
輪
車
で
土
を
運
ぶ
、
こ
れ
は
残
り
の
男
の
人

た
ち
だ
。
い
や
、
も
う
一
人
、
は
し
ご
を
か
け
て
道
の
斜
面

の
草
を
も
く
も
く
と
な
い
で
い
る
人
が
い
た
。

　
約
二
時
間
く
ら
い
で
作
業
が
終
わ
っ
た
。
赤
、
ピ
ン
ク
、

白
の
花
を
つ
け
た
サ
ツ
キ
が
五
、
六
本
で
は
あ
る
が
鮮
や
か

だ
っ
た
。
も
う
少
し
空
き
地
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
こ
の
秋

に
は
色
々
の
も
の
を
植
え
る
と
い
う
。

　
ま
た
空
は
暗
く
な
り
、
風
が
吹
い
て
来
た
。
こ
れ
か
ら
公

民
館
に
行
き
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
懇
談
す
る
そ
う
で
あ
る
。

　
荒
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
み
ん
な
で
ど
う
し
よ
う
か
考
え
た

結
果
が
こ
の
“
諏
訪
寿
園
”
で
あ
る
。
そ
こ
を
み
ん
な
の
力

で
守
り
育
て
る
。
行
く
行
く
は
素
晴
し
い
憩
い
の
場
所
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
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川
西
プ
ー
ル

　
お
盆
は
ど
な
た
で
も

　
次
の
日
程
で
川
西
中
学
校
の
プ
ー
ル

を
一
般
に
開
放
し
ま
す
。
ど
な
た
も
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
子
供
さ
ん
は
必
ず
保
護
者
と
一
緒
に

お
出
か
け
願
い
ま
す
。

O
八
月
十
四
・
十
五
・
十
六
日
の
三
日

　
間

◇
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

　
ま
で

◇
事
故
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

公
民
館
で
は
、
七
月
か
ら
次
に
よ

り
児
童
図
書
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
絵
本
、
伝
記
、
課
題
図
書
、

推
薦
図
書
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
本
を
読
み
ま
し
ょ

う
。
幼
児
は
、
お
家
の
方
と
一
緒
に

チ
ビ
ッ
コ
集
合
〃
”

釆
て
く
だ
さ
い
。
一
般
図
書
の
利
用

も
ど
う
ぞ
。

◎
貸
し
出
し
日
　
毎
月
第
一
・
第
三

水
曜
日

◎
時
間
　
午
後
三
時
か
ら
四
時
三
十

分
ま
で
に
総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ

●
　
●
●
●
　
●
●
●
O
o
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
O
●
●
●

〈
中
屋
敷
の
櫃
間
富
雄
さ
ん
の
“
ト
マ

ト
”
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
全
体
が
こ
う
な
っ
て
い

ま
す
。
異
常
気
象
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
？

曳
ワ
盛

鵬耗　
　
▼
鶴
吉
で
は
、
庚
申
塔
を
堀
り
か
え
し

　
　
た
と
こ
ろ
、
三
本
の
チ
ョ
ウ
シ
と
サ
カ

　
　
ズ
キ
が
一
つ
出
て
き
ま
し
た
。
サ
カ
ズ

　
　
キ
の
裏
に
は
「
弥
彦
み
の
や
旅
館
」
と

　
　
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

〉
中
仙
田
の
小
林
正
人
さ
ん
は
、
こ
ん

な
キ
ュ
ウ
リ
を
生
産
し
ま
し
た
。
い
か

に
も
イ
キ
が
よ
さ
そ
う
で
す
。
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意
善

●

Σ

N

灘監
レ

脳
卒
中
を

起
こ
し
た
ら

発
作
的
に
、
め
ま
い
　
頭
痛
、
舌

の
も
つ
れ
、
手
足
の
し
び
れ
が
起
こ

　
　
　
　
っ
た
ら
　
た
と
え
軽
く
て

翻翻
　
　
翻

　
　
翻

．
灘

鴫
も
脳
卒
中
の
前
駆
症
状
の

疑
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

安
静
に
し
て
医
師
の
診
療

を
求
め
、
そ
の
指
示
に
従

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
脳
卒
中
の
発
作
が
起
こ

っ
た
ら

0
絶
対
安
静
に
し
て
、
で

　
き
る
だ
け
早
く
医
師
を

　
迎
え
る
。

②
高
く
な
い
ま
く
ら
で
、

　
首
が
曲
が
ら
な
い
よ
う

　
に
し
て
、
楽
な
姿
勢
で

　
寝
か
せ
る
。

0
身
体
、
特
に
首
を
締
め

　
つ
け
て
い
る
衣
類
は
取

　
り
除
く
。

①
吐
く
こ
と
が
多
い
の
で
、

次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
父
吉
太
郎
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
田

中
英
雄
さ
ん
（
発
電
所
通
）
か
ら
二

万
円

※
夫
義
信
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
星
名

静
子
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
三
万
円

※
母
ヨ
シ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
大
海

常
男
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
三
万
円

　
頭
を
横
に
向
け
て
、
吐
い
た
も
の

　
が
気
管
に
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
失
禁
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
し

　
ゅ
び
ん
、
お
む
つ
を
あ
て
が
う
。

0
意
識
の
な
い
間
、
絶
対
に
口
か
ら

　
物
を
与
え
て
は
い
け
な
い
。

0
意
識
不
明
の
病
人
を
、
大
声
で
呼

　
ん
だ
り
、
身
体
を
揺
り
動
か
し
た

　
り
し
な
い
こ
と
。

●
病
室
は
薄
暗
く
し
、
病
人
に
無
用

　
の
刺
激
を
与
え
な
い
。

ぐ
驚

！畢

躍1

　
　
　
　
潔
7

墾璽．

骸
暉
勇
暉
擁
熊
4
療
虜
劇
4
療
窃
　
4
療
4
懸
嬬
恥
虜
藤
嬬
島
4

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
暑
骸
骸
暑
葛
笛
暑
骸
骸

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

佐池小田小丸田樋柳
藤竹海畑林山口口

由崇絵正里亮喜裕昌
梨太理樹美　彦美光

久利昭誠定和喜猛和
一治　夫夫…雄郎

長三長二二長長長長
女男女男女男男女男

上原木元中中木中東
　　　　仙島　仙善
野田落町田町落田寺

高
橋
　
福
次
　
　
赤
　
谷
　
　
七
五

高
橋
　
童
旦
　
　
大
白
倉
　
　
七
五

相
崎
　
信
一
　
沖
立
　
　
七
八

大
海
　
ヨ
シ
　
霜
条
　
　
八
一

田
中
吉
太
郎
　
　
発
電
所
通
　
八
二

南
雲
　
庄
平
　
　
木
島
町
　
　
八
八

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
羅
繍

（
雛
藤

（
総
躍

義
三
　
発
電
所
通

薫
十
日
町
市
か
ら

正
紀
中
仙
田

徳
子
　
福
井
県
か
ら

貞
　
　
中
仙
田

厚
子
浦
川
原
村
か
ら

1苫撒苫鰍1郷繍櫛x轟
レ

・7月の交通事故発生件数

：
”
．
．
”
。
・
》
・
“
・
・
》
“
・
．
》
．
”
．
．
”
轟
∴
∴
・
・
》
・
”
・
・
”
・
“
・
・
”
・
ウ
・
U
・
・
脚
・
り
：
り

｝
．
｝
．
？
？
？
｝
“
・
？
？
？
？
｝
・
｝
・
学
？
？
？
？
撃
？
？
？

計
8
1
2
2
1
8

累
8
2
2
3
8

　
1
　
　
の
乙

　
1
　
1
　
0
　
0
　
3

　
3
　
8
　
1
　
醜
”
凹
　
0

　
数
者
者
い
び

　
　
　
　
　
よ
お

　
　
　
　
　
　
気

　
件
傷
死
酒
酒

い
．
◎
“
漣
“
い
．
“
．
“
．
の
∴
．
“
．
“
塙
．
“
．
轟
．
“
．
の
．
“
．
白
撞
漕
“
．
“
い
や
“

9
：
θ
。
．
θ
．
．
●
．
．
触
．
碗
．
．
伽
・
ゐ
・
・
㈹
・
・
θ
・
∴
3
“
・
ゐ
・
・
一
3
“
・
・
“
。
．
●
。
．
θ
・
・
喫
（
．
・
2
㌔
9
●

●
8
月
27
日
…
…
：
総
合
セ
ン
タ
ー

●
9
月
3
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

●
9
月
1
0
日
…
…
・
橘
出
張
所

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

樋
ロ
　
コ
ノ
　
中
仙
田
　
　
七
四

謬

心
配
ご
と
相
談

●
8
月
1
3
日
・
・
：
・
．
．
．
．
橘
出
張
所

●
8
月
2
0
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
梅
雨
明
け
の
鏡
に
白
き
雲
う
つ
る

　
年
寄
の
大
き
な
お
ご
り
丑
の
日
に

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
笑
子

◎
水
口
を
下
げ
て
A
，
日
よ
り
土
用
干
し

　
ど
っ
し
り
と
佐
渡
が
横
た
う
土
用
波

長
昼
寝
祭
太
鼓
を
遠
く
聞
き

涼
し
さ
を
添
え
し
昼
寝
の
通
り
雨

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
山
賀
　
芹
子

◎
夏
燕
と
び
交
う
空
の
雨
上
が
る

　
谷
川
の
音
遠
ざ
か
り
蝉
の
声

大
葭
の
刈
り
伏
せ
ら
れ
し
道
の
端

　
岩
つ
ば
め
と
び
交
ひ
朝
の
湖
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

薬
草
も
皆
干
上
が
り
て
土
用
明
け

X呼　　（）内は前年比較
：ずb
●●●

轄蕾踏澄X甥甥鮮葺£盤

小
わ
琶

　
　
　
璽
贋

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
金
子
　
洋
石

◎
蝉
取
り
や
子
等
は
日
向
を
恐
れ
ざ
る

◎
四
季
の
も
の
咲
か
せ
ダ
リ
ヤ
の
今
盛
り

涼
み
台
更
け
て
一
人
と
な
る
広
さ

帰
郷
し
て
竹
馬
の
友
と
踊
り
た
る

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

◎
蝉
を
曳
く
蟻
群
が
れ
る
暑
さ
か
な

◎
く
ち
な
し
の
此
処
ま
で
匂
う
梅
雨
の
明
け

　
　
　
※
退
職
／
七
月
三
十
一
日
付

　
　
　
　
総
務
課
・
小
川
益
栄

　
　
　
　
仙
田
保
育
園
・
根
津
十
久
子

奇
転
講
黍
奉
㌧
．
．
、
気
吃
乏
．
｝
裂
2
鄭
7
曽
一
画
妻
望

　
　
笹
の
香
を
う
つ
し
て
土
用
餅
焼
く
る

　
　
梅
雨
続
き
語
り
少
な
に
バ
ス
の
中

　
　
筆
太
に
土
用
ど
じ
ょ
う
と
貼
り
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

　
　
束
ね
た
る
刈
草
に
あ
る
百
合
の
花

　
　
夕
立
に
追
い
立
て
ら
れ
て
牛
洗
う

　
　
露
路
縫
う
て
金
魚
売
り
来
る
昼
下
が
り

　
　
妻
と
娘
の
ゆ
か
た
並
び
し
衣
桁
か
な

　
　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
　
　
南
川
子

　
　
耕
転
機
音
鳴
り
や
み
て
蛙
鳴
く

　
　
朝
顔
の
一
輪
毎
を
愛
で
て
居
し

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
小
川
　
岳
陽

　
　
孫
等
来
て
掲
く
杵
軽
く
土
用
餅

　
　
　
う
な
だ
れ
て
大
ひ
ま
わ
り
の
咲
け
る
庭

、




